
平成21年 8月 19日

我が国は、急峻な地形・脆弱な地質等により土砂災害を受けやすい自然条件下にあります。

さらに、近年中山間地域では過疎化・高齢化に伴う森林管理の衰退や耕作放棄地の増加等に

より荒廃が進み、土砂災害が発生するなど大きな社会問題となっています。その一方で、中

山間地域においては、活力ある地域づくりのために、各地の個性を生かした様々な取り組み

がなされています。

このような中山間地域の現状を実際に体験できる場を全国の学生に提供し、地域の抱える

問題点、活性化の支援のあり方、防災対策のあり方を学び、これら地域における砂防の意義・

役割を考えることを目的として、平成８年度より「キャンプ砂防」を実施しています。

湯沢砂防事務所においても、長岡市山古志地域にて、下記のとおり開催します。

１． 実施期間

平成21年8月24日（月）～8月29日（金）【5日間】

２． 実施行程

別紙のとおり

３． 参加者

砂防を専攻または関心をもつ大学生5名

４． その他

取材を希望される場合は、下記問い合わせ先までご連絡ください。

問い合わせ先

北陸地方整備局 湯沢砂防事務所 TEL 025-784-2263（代表）

副所長（技術） 川村 修蔵 内線 204

調査課長 石川 一栄 内線 351

昨年度の実施状況



キャンプ砂防2009in山古志 実施行程（予定）

時 間

24日（月） 15:30～17:00

開講式
①事務所事業概要
②キャンプ長による講義
キャンプ長：長岡市山古志支所長

8:30～14:30
砂防施設見学
工事現場見学・実習

15:00～17:00
体験学習
闘牛・肥育牛飼育

6:00～14:30
体験学習
現地調査 浅草岳（登山、講話）

15:00～17:00
講義：
「地震被災から復興への歩み」
講師：長岡造形大学 平井邦彦教授

8:30～10:00
体験学習
棚田耕作（除草等）

10:30～12:30
地震被災から復興への歩みの講話
山古志の復興施設・集落等視察

14:00～17:00
体験学習
錦鯉養殖（錦鯉の選別）

28日（金） 13:00～14:30
閉講式
研修課題発表

25日（火）

26日（水）

27日（木）

内 容


